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平成３０年度第３回新潟市歯科保健推進会議 会議概要 

日時：平成 31年 2月 5日（火） 

午後 7時 00分～8時 25分 

会場：新潟市総合保健医療センター講堂 

 

１ 出席者 

 【委員】 

石井委員、井上委員、上原委員、江面委員、岡田委員、小川委員、加藤委員、 

長井委員、長谷川委員、葭原委員 

（欠席）大滝委員、柄沢委員、小松崎委員、丸山委員 

 【事務局】 

  佐藤保健衛生部長、高野参事（健康づくり政策担当）、髙橋保健所長、岸副参事、 

伊藤保健所健康増進課長、岩谷医監、瀧澤課長補佐、佐野課長補佐、平野主査 

 【関係課】 

  障がい福祉課、地域包括ケア推進課、保険年金課、こども家庭課、保育課、 

地域医療推進課、食と花の推進課、保健給食課 

 【傍聴者】 1名 

 

２ 議題 

  （１） 新潟市歯科口腔保健推進条例制定について 

  （２） 新潟市生涯歯科保健計画（第 5次）について 

      〇パブリックコメント結果について 

      〇最終案について 

  （３） 成人期の歯科保健（歯周疾患対策）について 

  （４） 報告・その他 

 

３ 概要 

＜議題（１） 新潟市歯科口腔保健推進条例制定について＞ 

・条文中の「誤嚥性肺炎」や「歯周病と糖尿病や心疾患など歯科口腔疾患と全身疾患とがそれぞ

れ密接に関連」、「貧困問題が深刻化する中で所得格差による健康格差」、「地域の特性や差」と

いう表現が入った。これらを踏まえ、第 5次計画がこの内容でよいかという視点で確認してほ

しい。 

 

＜議題（２） 新潟市生涯歯科保健計画（第 5次）について＞ 

〇パブリックコメント結果について：ご意見なし 

〇最終案について 

・健康経営により、歯科保健事業を活発化してほしい。 

・P.11「コラム１むし歯とその予防」の中で、糖について記載があるが、おやつの砂糖量やおや

つの回数の表現をもう少し分かりやすくしてほしい。 

・P.34「コラム６歯周病と全身の関連について」の中で使用しているイラストが分かりにくいた

め、口腔と全身が関係することが分かりやすい絵に変更してほしい。 

 →事務局：製本時にイラストを変更したい。 

・P.34「コラム７たばこが与える口腔内の影響について」の中で使用しているイラストが楽しそ
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うに喫煙している様子である。口腔内への影響が大きいことが伝わる絵に変更してほしい。 

 →事務局：製本時にイラストを変更したい。 

・P.19などの図において、年度ごとの経年グラフは、年度の色を統一してほしい。 

→事務局：製本時に統一したい。 

・口腔がんは歯科医師であっても判別が難しい場合がある。一般の歯科健診では粘膜を診て前が

ん病変があるか確認しているが、確定診断はできない。 

・たばこや肥満、砂糖については、生活習慣病の対策と同じとなり、歯科医療機関からの医科と

の連携が重要となる。 

・計画はどこに配置する予定か。市民の目が届きやすいところに配置してほしい。 

・「ロコモティブシンドローム」や「サルコペニア」の意味が分からないため、分かりやすい表

現をしてほしい。 

 

＜議題（３） 成人期の歯科保健（歯周疾患対策）について＞ 

・成人歯科健診はハードルが高い事業のため、ワンステップ低い仕組みが重要。ドラッグストア

にチェック表やペリオスクリーン（歯周病簡易検査キット）などが配置され、ドラッグストア

の店員から声をかけてもらい、受診してもらうきっかけにする仕組みはどうか。 

・ライフコース的にみることも大切で、子どもの時から継続して健診することが当たり前にする。 

・「儲かる」、「楽しい」ことでないと人は行動に移らないといわれている。無料フッ化物塗布は

とても集客力がある。 

・40 歳の歯科健診では遅すぎる。20 歳代で対策に取り組むと歯周病の進行が減るといわれてい

るため、20歳を対象にするとよい。 

・通知の封筒は誰も見ない。SNSでの発信や健診でポイント付与などの発想の転換が必要。 

・健診の間隔が 10年毎では間が長すぎ、利用しにくいため、5年毎にするのはどうか。 

・歯科健診が必要な理由をイベントなどでアピールするとよい。 

・歯科保健に興味のある人とない人、両極端いる。歯科は修理すればいいという考えを変えなけ

ればならない。 

・曜日によっては医療機関の予約が取りにくい。受け入れる医療機関側も体制を整えてほしい。 

・人間ドックに歯科の項目も入れてほしい。 

 

＜議題（４） 報告・その他＞ 

〇参考資料「歯・口の健康づくり実践事例発表会」について保健給食課より報告 

・学校の活動は地域へ発信されやすいもの。費用もかからず、楽しいものが毎年できるとよい。 

・今後、市としても推進し、この取り組みを他の学校においても展開してほしい。 

 

【配布資料】 

次第、座席表、新潟市歯科保健推進会議委員一覧 

資料１  新潟市歯科口腔保健推進条例 

資料２  「新潟市生涯歯科保健計画（第 5 次）（案）」に対するパブリックコメントに寄せられ

たご意見及び市の考え方 

資料３   新潟市生涯歯科保健計画（第 5次）（最終案） 

資料４  成人期の歯科保健（歯周疾患対策）について 

参考資料 「歯・口の健康づくり実践事例発表会」（保健給食課） 


